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ガスタービン部品の健全性を正しく見極めることで、安全

性を確保しながら再利用を促進し、設備コストの低減とレ

アメタル資源の循環利用に貢献します。

小林主査横山副主査

技術開発本部 電力技術研究所 材料化学グループ

中山担当

半価幅狭い⇒結晶性高い 半価幅広い⇒結晶性低い

半価幅半価幅

ピークの半分
寿命初期 寿命末期

寿命比0%（初期）

スポット幅小

回折強度計測位置

52% 100%（末期）

スポット幅大

回折強度計測位置

ライン上の回折強度を自動分析

X線

※X線はイメージ

 ガスタービンブレードにはNiやCoなどのレアメタルが多く使

われています。一方、実機で使用された個別部品の余寿命診

断は難しく、早めに交換される部品が少なくありません。

特許第7093928号、特許第7093929号

特許第7822004号（米国特許同時取得済）

その他４件出願中

 高エネルギーX線ラウエ法は、古い測定原

理に現代の最新機器を組み合わせて実現で

きたコロンブスの卵です。

ガスタービン材料はレアメ

タルの塊であり、資源循環

や戦略物資確保の観点から

再使用を促進する技術開発

（診断技術×修理技術）が

求められています。様々な

パートナーと連携し、社会

実装を目指しています。

ピークの半分

 当社は部品を傷つけず内部の状態を評価する高エネルギーX線

ラウエ法を開発し、長寿命化と資源循環の両立を目指します。

 非破壊手法のため当該部品の再使用が可能

です。海外の大手電力事業者に加え、発電

用ガスタービン、航空機用エンジンメーカ

など世界が注目する技術です。

 ガスタービンブレードなどに手を加えるこ

となく非破壊診断が可能で、複雑形状かつ

表面コーティング等があっても、X線が材

料内部の状態（結晶の乱れ）を評価します。


